
こ
の
10
月
に
関
東
・
東
北
地
方
に
上
陸
し
大
き
な
被
害
を

出
し
た
台
風
19
号
で
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
堤
防
の
決
壊
や

氾
濫
が
各
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
に
短
時
間
に
１
０
０
０
ミ
リ
近
い
降
雨
が
道

央
で
あ
っ
た
場
合
、
札
幌
で
も
高
い
確
率
で
被
害
の
発
生
が

予
想
で
き
ま
す
。

町
内
の
西
側
を
流
れ
る
望
月
寒
川
が
氾
濫
す
る
と
こ
の
地

域
で
は
「
50
㎝
～
３
ｍ
未
満
」
の
深
さ
で
浸
水
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
札
幌
市
が
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と

・
第
５
町
内
会
全
域
（
北
郷
５
条
３
丁
目
・
６
条
３
丁
目)

・
第
１
町
内
会
全
域
（
北
郷
１
条
～
４
条
１
丁
目
～

菊
水
元
町
地
域)

・
第
３
町
内
会
の
一
部
地
域
（
北
郷
２
条
３
丁
目
の
一
部
）

・
第
４
町
内
会
の
一
部
地
域
（
北
郷
４
条
２
丁
目
の
一
部
）

・
第
７
町
内
会
の
一
部
地
域
（
北
郷
４
条
４
丁
目
の
一
部
）

が
浸
水
す
る
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
避
難
所
の
北
白
石
小
中
学
校
や
菊
水
小
学
校

も
洪
水
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
避
難
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
２
０
１
４
年
９
月
の
集
中
豪
雨
で
は
大
雨
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
、
北
郷
会
館
で
は
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

災
害
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
避
難
場
所
や
避
難
経
路
な
ど

の
確
認
は
も
と
よ
り
、
各
家
庭
で
は
水

や
食
料
の
備
蓄
、
電
池
や
ラ
ジ
オ
、
停

電
の
際
の
暖
房
器
具
な
ど
「
自
助
」
の

努
力
を
合
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。
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厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
７
人

に
一
人
は
認
知
症
だ
そ
う
で
す
。
そ

し
て
高
齢
化
に
よ
り
認
知
症
の
人
数

は
も
っ
と
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

10
月
４
日(

金)

午
前
10
時
か
ら
北

郷
会
館
で
「
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
捜

索
模
擬
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
予
定

し
て
い
た
屋
外
に
出
て
の
捜
索
模
擬

訓
練
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
白

石
区
第
２
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
三

階
氏
に
よ
る
「
認
知
症
の
方
へ
の
接

し
方
」
、
白
石
警
察
署
山
田
氏
か
ら

は
「
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
認

知
症
に
対
す
る
知
識
と
、
実
際
の
事

例
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
寸
劇
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

を
探
し
て
！
」
を
見
て
、
認
知
症
の

方
に
対
す
る
接
し
方
面
白
お
か
し
く

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
60
人
で
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
訓
練
で
し
た
。

十
月
十
一
日8

金)

女
性
部
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

相
次
い
で
発
生
す
る
台
風
に
よ
る
被
害
が
報
じ
ら
れ

る
中
、
出
足
を
不
安
視
し
て
い
ま
し
た
が
好
天
に
恵

ま
れ
三
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
特
殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め

に
」
と
題
し
白
石
区
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
、
社
会
福
祉
士
二
名
を
講
師
に
招
き
、
実
例
を

紹
介
し
な
が
ら
の
分
か
り
や
す
い
講
話
に
参
加
者
は

真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
女
性
部
役
員
に
よ
る
寸
劇
で
騙
さ
れ
役

を
演
じ
た
役
者
顔
負
け
の
名
演
技
に
感
心
す
る
や
ら

腹
を
か
か
え
て
笑
う
や
ら
で
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

銀
行
員
を
装
っ
た
り
役
所
の
職
員
を
名
の
る
人
に

も
気
を
許
さ
ず
、
何
で
も
即
答
せ
ず
に
考
え
た
り
相

談
す
る
余
裕
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

北
郷
親
栄
町
内
会
連
絡
協
議
会

女
性
部
長

高
松

由
記
子

10
月
21
日
北
郷
会
館

に
お
い
て
工
藤
監
査
長

の
指
揮
の
も
と
太
内
、

角
田
監
査
員
と
共
に
半

期
会
計
監
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

鈴
木
会
長
、
綿
谷
事

務
局
長
が
立
合
い
ま
し

た
。

認知症高齢者徘徊捜索模擬訓練

10
月
２
日
に
町
内
会
生
活
道
路

除
排
雪
実
行
委
員
会
を
開
催
し
今

期
の
作
業
予
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
期

間
（
予
定
）
】

令
和
２
年
２
月
17
日(

月)

～

26
日(

水)

全
10
日
間

引
続
き
作
業
請
負
業
者
と
の
交

渉
及
び
白
石
区
土
木
部
と
の
打
合

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
九
月
一
七
日
に
不
発
弾
が
発

掘
さ
れ
た
場
所
は
北
郷
四
条
四
丁
目
一
〇
、

す
ぐ
東
隣
の
五
丁
目
は
北
郷
小
学
校
で
、

こ
の
敷
地
内
に
は
戦
時
中
兵
舎
が
あ
り
敗

戦
後
は
引
揚
者
の
寮
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
兵
舎
は
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島

の
ア
ッ
ツ
島
の
全
員
玉
砕
を
受
け
て
、
大

本
営
で
は
北
の
守
り
を
強
化
す
る
た
め
に

急
遽
、
北
部
軍
管
区
司
令
部
を
創
設
、
翌

一
九
年
に
か
け
て
全
道
各
地
に
敵
観
測
施

設
を
設
置
し
て
い
っ
た
。

札
幌
連
隊
区
司
令
部
は
、
白
石
村
北
郷

(

現
在
の
北
郷
小
学
校
敷
地)

に
対
空
監
視

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
た
兵
舎
、
南
郷

に
兵
器
補
給
廠
、
中
央
の
白
石
小
学
校
に

陸
軍
鉄
道
司
令
部
、
東
側
農
地
に
兵
士
の

官
舎
、
本
通
に
通
信
所
、
厚
別
に
弾
薬
庫

を
配
備
し
た
。

戦
時
中
の
白
石
村
空
襲
は
た
だ
一
度
、

昭
和
二
〇
年
七
月
一
四
日
で
あ
る
。
当
時

私
は
現
在
の
本
通
三
丁
目
の
高
台
、
父
の

勤
務
す
る
軍
需
工
場
の
北
海
道
農
産
化
学

工
場
の
社
宅
に
住
ん
で
い
た
。

当
日
、
父
が
い
つ
も
会
社

に
出
勤
す
る
七
時
前
後
、
乗
っ

て
い
く
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に

空
気
を
入
れ
て
い
る
と
、
突

然
、
飛
行
機
二
機
が
千
歳
方

面
か
ら
飛
来
。
現
在
の
北
郷

一
条
七
丁
目
あ
た
り
を
厚
別

に
向
か
っ
て
進
行
中
の
旅
客
列
車
目
掛
け

て
、
バ
リ
、
バ
リ
、
バ
リ
と
機
銃
掃
射
。

家
の
前
に
防
空
壕
は
掘
っ
て
あ
っ
た
が
、

映
画
の
シ
ー
ン
を
見
る
よ
う
に
怖
さ
を
忘

れ
て
一
部
始
終
眺
め
て
い
た
。
そ
の
内
に

南
郷
の
兵
器
補
給
廠
か
ら
機
関
砲
が
ダ
ー

ン
、
ダ
ー
ン
、
ダ
ー
ン
と
発
砲
し
、
白
煙

が
舞
い
上
が
る
が
、
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
の

速
さ
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
乗
客
は
列

車
か
ら
飛
び
降
り
、
燕
麦
畑
に
散
り
散
り

に
な
っ
て
避
難
し
た
。
敵
機
は
そ
の
ま
ま

丘
珠
飛
行
場
目
指
し
て
飛
び
去
っ
た
。

銃
撃
し
た
銃
弾
や
薬
莢
を
燕
麦
畑
に
行
っ

て
拾
っ
て
お
い
た
が
、
引
越
を
繰
り
返
し

て
い
る
う
ち
に
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
時
に
来
襲
し
た
敵
機
の
飛
行
士
は
、

燕
麦
畑
の
す
ぐ
北
に
対
空
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

を
設
置
し
た
兵
舎
を
攻
撃
目
標
と
し
て
知

ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

11
月
の
予
定

６
日(

水)

連
絡
協
議
会
三
役
部
長
会

９
日(

土)

第
６
町
内
会
出
前
講
座

10
日(

日)

北
郷
会
館
避
難
所
運
営
会
議

15
日(

金)

回
覧
板
発
行

16
日(

土)

第1

町
内
会
理
事
会

24
日(

日)

第
７
町
内
会
四
丁
目
サ
ロ
ン

28
日(

木)

町
内
会
新
聞
１
３
９
号
発
行

回
覧
板
発
行

30
日(

土)

第
７
町
内
会

役
員
会

戦
時
中
の
北
郷

高
澤

光
雄

第
７
町
内
会
広
報
部
の
高
澤
氏
が
戦
時

中
の
白
石(

北
郷)

地
区
に
つ
い
て
書
か
れ

た
貴
重
な
原
稿
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
（
一
部
を
抜
粋
）

写
真
は
２
０
１
４(

平
成
26)
年
９
月
の

豪
雨
で
警
戒
水
位
を
超
え
る
望
月
寒
川

(

北
郷
６
条
３
丁
目
～
第
５
町
内
会
）

災

害

に

備

え

る

女性部学習会

を終えて

町
内
会
生
活
道
路
除
排
雪

半

期

会

計

監

査


